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１．緒言

　この抄録集は，電子版B&R誌の35巻2号として発行されます．

　フォント（全角：MS明朝体，半角：Times系），フォントサイズ（本文10pt），文字数や行間など全体のフォーマットは，変更しないようお願いします．必ず１ページに収めてください．

　記号・単位の書き方，見出しの書き方，図表・写真・数式の作成方法，引用文献の書き方など原稿作成の詳細については，日本バイオレオロジー学会のホームページ上の「学会誌B&R」の中の「原稿テンプレート」を参照ください．

２．実験方法

　ヒトを対象とした研究データが含まれる場合は，ヘルシンキ宣言に準拠して被験者の人権やプライバシーに十分配慮してください．動物を対象とする実験においても，動物福祉の面に十分配慮が求められます．原稿中に倫理規定に準拠し，所属施設の倫理委員会あるいはこれに準ずる機関の承認を得て行った研究であることを明記してください．
３．実験結果
　説明文以外に，図表などを挿入して頂いても構いません．抄録集はPDFファイルとして発行されますので，カラーの図表などについては，カラーで掲載されます．

４．考察
　

５．結言
　以上の形式に従って作成したワードファイルをPDFファイルに変換し（2 MB以内，フォントは埋め込み），年会事務局に提出してください．提出方法の詳細は，年会ホームページに記載されています．
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